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を
求
め
て
い
く
こ
と
な
ど

を
目
的
に
活
動
す
る
。
そ

れ
は
地
元
に
基
地
が
あ
る

負
の
面
を
政
策
で
カ
バ
ー

し
、
地
域
住
民
の
理
解
と

協
力
を
得
る
こ
と
で
、
基

地
と
駐
屯
す
る
部
隊
が
本

来
の
機
能
を
十
分
発
揮
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

に
繋
が
る
。

　
　
　
　

■

　

３
文
書
は
、
外
交
・
防

衛
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」、

防
衛
の
目
標
と
手
段
を
示

す
「
国
家
防
衛
戦
略
」、

防
衛
費
の
総
額
や
装
備
品

の
整
備
規
模
を
定
め
た

「
防
衛
力
整
備
計
画
」
で
、

こ
の
う
ち
「
国
家
安
全
保

障
戦
略
」
と
「
国
家
防
衛

戦
略
」
に
は
、
敵
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
基
地
な
ど
を
た

た
く
「
反
撃
能
力
」
を
保

有
す
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
、
安
全
保
障
政
策
の
大

き
な
転
換
と
な
っ
た
。

　

清
水
氏
は「
基
地
協
が
、

基
地
が
存
在
す
る
こ
と
を

前
提
に
活
動
し
て
い
る
以

上
、
今
回
の
新
た
な
戦
略

に
よ
り
各
基
地
で
の
装
備

や
部
隊
が
ど
う
な
る
か
を

国
か
ら
各
自
治
体
に
可
能

な
限
り
丁
寧
に
説
明
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で

自
衛
隊
に
な

か
っ
た
長
距

離
射
程
の
ミ

サ
イ
ル
を
地

上
、戦
闘
機
、

潜
水
艦
か
ら

発
射
で
き
る

よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
敵

国
の
ミ
サ
イ

ル
基
地
な
ど

を
破
壊
す
る

反
撃
能
力
は
、
こ
れ
ま
で

と
比
べ
格
段
に
高
い
抑
止

力
に
な
る
だ
ろ
う
。ま
た
、

進
展
し
続
け
る
科
学
技
術

に
よ
り
、
防
衛
能
力
は
、

宇
宙
領
域
、
サ
イ
バ
ー
領

域
、
電
磁
波
領
域
で
も
早

急
な
対
応
が
迫
ら
れ
て
い

る
。

　
　
　
　

■

　

安
全
保
障
の
環
境
が
激

変
し
た
２
０
２
２
年
だ

が
、
23
年
も
引
き
続
き
、

国
内
で
は
安
全
保
障
の
拡

充
、
国
外
で
は
世
界
的
な

地
政
学
リ
ス
ク
の
沈
静
化

に
最
大
の
努
力
が
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
先
行
き

は
極
め
て
不
透
明
だ
。

　

福
生
市
は
、
行
政
面
積

の
３
分
の
１
を
横
田
基
地

に
提
供
し
て
お
り
、
戦

後
77
年
、
米
軍
と
の
長

い
歴
史
の
共
有
が
あ
る
。

１
９
７
３
年
か
ら
進
め
ら

れ
た
Ｋ
Ｐ
Ｃ
Ｐ
（
関
東
平

野
空
軍
施
設
整
理
統
合
計

画
）
で
、
立
川
基
地
、
調

布
飛
行
場
、
キ
ャ
ン
プ

朝
霞
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
基

地
、
府
中
空
軍
施
設
な
ど

の
大
部
分
が
日
本
に
返
還

さ
れ
る
と
と
も
に
横
田

基
地
に
整
理
統
合
さ
れ
、

２
０
１
０
年
当
時
の
中
期

防
衛
力
整
備
計
画
の
中
で

航
空
自
衛
隊
横
田
基
地
が

新
設
さ
れ
、
府
中
に
あ
っ

た
航
空
総
隊
司
令
部
が
横

田
基
地
内
に
移
転
さ
れ

た
。

　

清
水
氏
は
「
加
藤
育
男

市
長
が
言
う
よ
う
に
基
地

は
無
い
こ
と
が
望
ま
し
い

も
の
の
、
国
の
防
衛
に
関

す
る
問
題
で
も
あ
り
当
面

動
か
し
が
た
い
施
設
。
市

の
面
積
が
狭
く
な
る
、
東

西
交
通
の
阻
害
に
な
る
な

ど
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

が
、
国
際
交
流
の
場
と
な

っ
た
り
、
市
内
児
童
、
生

徒
の
英
語
教
育
推
進
に
活

用
可
能
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

も
多
く
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト

を
享
受
す
る
に
は
平
和
で

あ
る
こ
と
が
大
前
提
。
外

交
で
平
和
を
構
築
し
て
い

く
努
力
を
各
国
が
怠
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
」と
話
し
た
。

　
　
　
　

■

　

清
水
氏
は
昨
年
10
月
29

日
に
羽
村
市
の
宗
禅
寺
で

開
催
し
た
第
71
回
土
曜
講

座
が
の
講
師
を
務
め
、「
議

要望活動で先頭に立つ清水氏

新
た
な
安
全
保
障
戦
略
で
基
地
は   

国
は
丁
寧
に
説
明
を

　

福
生
市
議
長
の
清
水
義
朋
氏
が
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
会
長
に

な
っ
て
２
月
で
１
年
を
迎
え
る
。
就
任
前
と
就
任
後
で
は
世
界
と
日
本
の
安

全
保
障
の
環
境
は
一
変
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
地
政
学

リ
ス
ク
は
極
限
的
に
高
ま
っ
た
。
政
府
は
12
月
16
日
、
政
府
与
党
政
策
懇
談

会
か
ら
敵
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
基
地
な
ど
を
た
た
く
「
反
撃
能
力
」
の
保
有
を

明
記
し
た
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
な
ど
安
全
保
障
関
連
３
文
書
の
報
告
を

受
け
、こ
れ
を
閣
議
決
定
し
た
。
防
衛
費
は
今
後
５
年
間
で
計
43
兆
円
と
し
、

歴
史
的
な
増
額
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
村
信
良
）

　

基
地
を
抱
え
る
ま
ち
の

議
長
と
し
て
、
ま
た
基
地

協
会
長
と
し
て
清
水
氏
は

こ
の
１
年
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
行
方
、

台
湾
海
峡
の
緊
張
、
エ
ス

カ
レ
ー
ト
す
る
北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
実
験
な
ど
を
注

視
。
事
態
を
重
く
受
け
止

め
、
変
化
す
る
状
況
と
向

き
合
っ
て
き
た
。

　
「
安
全
保
障
や
外
交
は

国
の
専
権
事
項
だ
が
、
基

地
協
で
は
、
安
全
保
障
の

環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
、

不
安
定
さ
が
高
ま
る
国
際

情
勢
の
中
、
基
地
協
の
理

事
会
や
役
員
会
で
日
本
の

防
衛
に
つ
い
て
自
然
に
話

が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

基
地
協
会
長
と
し
て
全
国

の
８
つ
の
部
会
の
総
会
に

出
席
す
る
中
で
も
安
全
保

障
の
環
境
が
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
こ
と
へ
の
緊
張

感
は
こ
れ
ま
で
と
違
う
も

の
を
感
じ
た
」と
清
水
氏
。

　
「
10
月
４
日
に
北
朝
鮮

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射

さ
れ
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
機

能
し
た
が
、
基
地
協
の
中

で
も
『
い
っ
た
い
ど
こ
に

避
難
す
れ
ば
い
い
の
か
』

と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
避

難
施
設
が
ま
っ
た
く
足
り

て
お
ら
ず
、
基
地
協
と
し

て
も
今
後
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
も
。

　
　
　
　

■

　

基
地
協
は
、
基
地
を
は

じ
め
と
す
る
防
衛
施
設
を

抱
え
る
自
治
体
の
議
会
が

所
属
し
、
現
在
２
１
１
市

町
村
が
加
盟
。
基
地
が
存

在
す
る
こ
と
を
前
提
に
活

動
し
て
い
る
。
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
の
充
実
、

防
音
な
ど
周
辺
環
境
対

策
、
地
元
雇
用
な
ど
地
域

経
済
対
策
な
ど
を
政
府
予

算
に
反
映
す
る
よ
う
要
望

す
る
ほ
か
、
国
会
議
員
と

の
情
報
交
換
を
行
い
、
基

地
対
策
関
係
施
策
の
充
実

安全保障の環境は一変
全国議長会基地協会長に就任 1年
　　　　福生市議長　清水義朋氏

会長の責務を
果たす清水氏

秋川駅

五日市街道

●あきる野とうきゅう

■←
ココ（5階建ビル）
●西武信金

秋川駅徒歩1分

初診料 3,000円
治療費 3,500円

（学生2,500円）

あきる野市秋川1-1-13ＡＢＣビル3階

０４２（５５０）５５９１　完全予約診療（当日予約も可） 土日も診療

秋川駅北口

坐骨神経痛＝お尻から足にかけて痛み、
シビレで歩くことが困難な方笹

原
プ
ロ
は

「
私
が
元
気
に
大
会
に
出
場
で
き

る
の
は
痛
め
た
腰
・
肩
の
治
療
を

受
け
、体
の
ケ
ア
を
し
て
い
る

か
ら
で
す
」

どこに行っても治らなかった方へ(3密対策を徹底)

この広告で
来院した方は

初診料
無料

坐骨神経痛、ヘルニア（腰、頚椎）、脊椎
管狭さく、五十肩、ひざ関節症、肩こり、
エルボ（テニス・ゴルフ）、湿疹、スポー
ツ障害など

42年の実績
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会
と
基
地
」と
題
し
講
演
。

横
田
基
地
を
中
心
に
全
国

の
基
地
の
実
情
や
全
国
市

議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。
講
演
内
容
は
東
京

25
ジ
ャ
ー
ナ
ル
11
月
5
日

号
の
「
如
是
我
聞　

宗
禅

寺
土
曜
講
座
聴
聞
記
⑥
」

で
紹
介
し
て
い
る
。

衛
相
、
米
軍
に
横
田
基
地

対
策
に
関
す
る
要
請
を
行

っ
た
。
要
請
で
は
基
地
の

整
理
・
縮
小
・
返
還
を
含

　

横
田
基
地
に
関
す
る
東

京
都
と
周
辺
市
町
連
絡
協

議
会
（
会
長
・
小
池
都
知

事
）
は
昨
年
末
、
国
や
防

横
田
基
地
に
関
し
要
望
書
　
都
と
周
辺
市
町

め
た
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
や
騒
音
防
止
対
策

の
推
進
、
基
地
交
付
金
、

調
整
交
付
金
及
び
基
地
周

辺
対
策
予
算
等
の
充
実
の

ほ
か
、
泡
消
火
剤
（
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
）
の
適
正

処
理
を
行
う
こ
と
な
ど
を

求
め
た
。

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に

つ
い
て
は
多
摩
地
域
の
地

下
水
か
ら
検
出
さ
れ
、
共

産
党
の
地
方
議
員
や
市
民

団
体
代
表
ら
が
先
頭
に
立

ち
、
住
民
や
医
師
ら
で
構

成
す
る
「
多
摩
地
域
の
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
汚
染
を

明
ら
か
に
す
る
会
」
を
設

立
し
調
査
し
て
い
る
。

泡
消
火
剤
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
の
適
正
処
理
も


